
市民の部 1 

１ 応募者概要   

氏 名または 

団体名 

（ふりがな：  とくていひえいりかつどうほうじんもりのおと  ） 
 

特定非営利活動法人森ノオト 

代表者の 

役職・氏名 

（団体の場合） 

（ふりがな：   きたはらまどか ） 
会員数 

（団体の場合） 
（平成 30 年 11 月現在）127 名   （役職）     （氏名） 

理事長    北原まどか 

ホームページ 

アドレス 
http://morinooto.jp 活動開始年月  平成 21 年  11 月   

活動地域 

（複数選択可） 

 １ 横浜市 （青葉） 区 ※主          ２   横浜市全域  

３ その他（                                    ） 
 

活動分野 

（複数選択可） 

１ 川・海・水 ２ 緑・樹林 ３ 農業 

 ４ ３Ｒ ５ 環境教育・学習 ６ 生物多様性 

７ 地球温暖化対策 ８ その他（                            ） 

活動の目的や

ねらい 

この法人は広く一般市民を対象として、環境に配慮し持続可能な地域社会をつくるため、環境保全活

動や環境啓発活動を通じて地域交流事業を行い、自然共生・地域循環型のライフスタイルを提案して

いくことで、人と自然、農が調和できるようなまちづくりの推進に寄与することを目的とする。 

 

過去に受けた表彰

および受賞年度 

（例）横浜□□賞（平成○年度） 

2013 年 12 月 eco japan cup「みんなで創る“エコまちづくり”」部門で、特別賞・東急グループ賞 

（主催：エコジャパン官民連携協働促進協議会） 

2014 年 11 月あしたのまち・くらしづくり活動賞 振興奨励賞 受賞 

（主催：公益財団法人あしたの日本を創る協会） 

2015 年 2 月低炭素杯 2015 ファイナリスト賞「たまプラーザ電力プロジェクト」 

（主催：地球温暖化防止全国ネット） 

2016 年 3 月神奈川県 ボランタリー活動奨励賞 

（主催：神奈川県） 

2016 年 10 月横浜環境行動賞 

（主催：横浜市資源循環局） 

 

 

 

２ 最近３年間の主な活動 

 
活動・取組・イベント等の名称 

発行した印刷物等の名称 

参加人数、

発行部数等 
詳 細 内 容  

平

成

28

年

度 

Web メディア森ノオトの運営 

 

3R 夢なクッキング講座 

アップサイクルファクトリー 

 

エコ DIY まちづくり＋地域の

エコママプロジェクト 

省エネワークショップ 

 

あおばを食べる収穫祭 

月 35000 

 

夏秋 50 人 

1400 人 

 

290 人 

 

148 人 

 

2000 人 

エコロジーで地域密着のライフスタイルを呼びかける Web メディア

森ノオトの運営とライター育成をおこなった。 

青葉区役所と協働で 3R 料理講座を夏秋計 4回開催。 

布の 3R をテーマにした助成事業初年度、こども服の 3R マルシェや、

古布再生ワークショップなどを展開した。 

地域工務店やデベロッパーを講師に暮らしのエコについて考える講

座や、子育て中の女性がエコライフを伝える講師になる連続講座。 

神奈川県事業として家電の省エネを考えるワークショップを県内各

地で計 14 回開催 

地産地消、リユースを徹底したマルシェイベント。 

 

【応募用紙】 
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地産地消の調味料講座 

 

COOL CHOICE ヘ寄稿 

 

青葉区地産地消情報誌の作成 

90 人 

 

2 回 

横浜市経済局協働事業、地産地消の調味料生産者に焦点をあて 8回

の連続講座を実施 

環境省の COOL CHOICE web で、断熱内窓 DIY の記事を 2本掲載。横

浜国立大学の吉田聡准教授に監修していただいた。 

青葉区の地産地消 MAP ならびに情報誌の製作 

平

成

29

年

度 

Web メディア森ノオトの運営 

 

3R 夢なクッキング講座 

アップサイクルファクトリー 

 

多世代居住のまちづくり講座 

断熱リノベーション講座 

 

省エネワークショップ 

 

あおばを食べる収穫祭 

地産地消料理講座 

 

farm to miso 

 

Welcome あおば子育てツアー 

 

ローカルメディア事業 

月 45000 

 

夏秋 50 人 

2200 人 

 

30 人 

30 人 

 

200 人 

 

1500 人 

90 人 

 

100 人 

 

100 人 

 

240 人 

 

エコロジーで地域密着のライフスタイルを呼びかける Web メディア

森ノオトの運営とライター育成をおこなった。 

青葉区役所と協働で 3R 料理講座を夏秋計 4回開催。 

布の 3R をテーマにした助成事業で地域の女性雇用を実現。こども服

の 3R マルシェや、商品の企画開発、工房運営などをおこなった。 

神奈川県建築局事業で講師として呼ばれた 

建築家の佐々木龍郎氏を招き、横浜市住宅供給公社と断熱リノベー

ションについての講座を 2回開催 

神奈川県事業として家電の省エネを考えるワークショップを県内各

地で計 20 回開催 

地産地消、リユースを徹底したマルシェイベント。 

横浜市経済局協働事業で、横浜の女性農業者に地域の伝統的な行事

や料理を学ぶ講座事業 

地元農家に津久井在来大豆を栽培してもらい、糀も横浜産、「100

人での手前味噌づくり」をおこなった。 

地域で初めて子育てをする層向けに地元のエコに関心を持ってもら

うための子育て支援ツアーを実施 

SDGs の視点で情報発信や市民活動をおこなう個人や団体への「情報

型中間支援」の提供 

 

平

成

30

年

度 

Web メディア森ノオトの運営 

 

3R 夢なクッキング講座 

アップサイクルファクトリー 

 

はまふぅどナビの制作 

食・エネルギー・水の地域循

環圏調査レポート 

横浜市市民局広報研修 

あおばを食べる収穫祭 

地産地消の文化祭 

 

Welcome あおば子育てツアー 

 

ローカルメディア事業 

 

フラワーダイアログあおば事

業 

月 55000 

 

夏秋 50 人 

800 人 

 

3 回 

2 回 

 

130 人 

1500 人 

20 人 

 

50 人 

 

240 人 

 

300 人 

エコロジーで地域密着のライフスタイルを呼びかける Web メディア

森ノオトの運営とライター育成をおこなった。 

青葉区役所と協働で 3R 料理講座を夏秋計 4回開催。 

布の 3R をテーマにした助成事業の最終年度、端材を使った工房 DIY

や企業コラボワークショップ、商品開発をおこなった。 

横浜市環境創造局の地産地消広報誌の取材、デザインを担当。 

慶應大学厳研究室の調査事業のレポートを担当。 

 

横浜市職員向けにチラシのつくり方の広報研修を担当。 

地産地消、リユースを徹底したマルシェイベント。 

横浜市経済局協働事業で、横浜の地産地消の魅力を伝える担い手育

成をおこなっている。31年 2 月に 100 人規模の文化祭を実施 

地域で初めて子育てをする層向けに地元のエコに関心を持ってもら

うための子育て支援ツアーを実施 

SDGs の視点で情報発信や市民活動をおこなう個人や団体への「情報

型中間支援」の提供 

横浜市青葉区との市民協働事業で、花と緑の風土づくりの担い手育

成のための連続講座やワークショップを運営。キックオフイベント
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 には横浜市の花と緑のアンバサダー・三上真史さんが登壇、200 名

の集客を得た 

 

３ 地域との関わり 
 

 活動・取組等の名称 詳 細 内 容  

自治会・

町内会と

の関わり 

鴨志田夏祭り 

地域ケアプラザ共催事業 

 

毎年地域町内会の夏祭りに出店。 

鴨志田地域ケアプラザと連携して、地域の多世代が交流できるマルシェ＋

サロン事業を 31 年 1 月より開催予定 

 

学校との

関わり 

地域マイスター講話 

 

地産地消の講座 

インターン受入れ 

鴨志田中学校の地域マイスター講座で地球温暖化と省エネ・断熱につい

ての講座を担当 

榎が丘小学校 4 年生を対象に横浜市の地産地消についての授業を担当 

NPO 法人アクションポート横浜の事業で、横浜市内の大学生の短期インタ

ーンシップを受け入れ 

 

他の市民

団体との

関わり 

みんなで話そう！横浜で

の子育てワイワイ会議 

 

エンパワメントチーム 

 

 

森ノオト理事長が共同代表として、30 年 10 月より横浜市こども青少年局と

全 18 区で当事者の声を集めるグループトークをおこなっている。29 年 1 月

には 200 人規模の子育てフォーラムを協働実施 

横浜市市民活動支援センターの市民団体の相談事業の相談員として参加 

 

ほか、横浜市内、神奈川県内の NPO や市民活動団体とは、事業を通じて

多様な連携や、取材記事発信などをおこなっている 

 

企業等と

の関わり 

取材 

パタゴニア横浜 

リビタ 

 

横浜リユースびんプロジ

ェクト 

横浜市地球温暖化対策

推進協議会 

取材等を通じて横浜市内企業の環境活動をレポート 

関内店でアップサイクルものづくりワークショップをおこなう 

中古リノベーション物件で断熱座談会やアップサイクルものづくりワークショ

ップをおこなう 

横浜市資源リサイクル事業協同組合による地産地消飲料×リユースびん

の普及啓発事業の委員として参画 

幹事として参画 

 

行政との

関わり 

横浜市経済局 

委託事業 

 

 

横浜市経済局消費生活協働促進事業 

横浜市環境創造局、横浜市市民局、横浜市青葉区、横浜市都筑区、横浜市栄

区、横浜市健康福祉局、横浜市資源循環局（委員）ほか 
 

その他、

環境以外

の分野と

の関わり 

発信力支援 

市民ライター育成 

子育て支援 

多世代交流の居場所づく

り 

市民活動団体の情報発信力の向上に向けた中間支援 

市民ライターの育成、研修 

子育て支援事業 

多世代交流拠点の整備、ワークショップ等の開催 
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４ 団体の発足経緯／活動を始めたきっかけ、動機 

※ 立ち上げた主体、どのようにして活動に携わる人が増えてきたのか等も合わせ、具体的に記入してください。 

※ 個人の方は、活動を始めたきっかけについて記入してください。 

ローカルメディア「森ノオト」は、北原まどかが地球温暖化や環境問題に対して生活様式の変容を呼びかける

ために、地域企業の支援を受けて 2009 年 11 月に Web メディアの形で活動を開始した。2011 年の東日本大震

災を受け、家庭のエネルギーについて生活者自身が学び省エネ型のライフスタイルを選択するための講座や発

電ワークショップなどを続けてきて、2013 年 1 月には NPO 法人を設立した。その年よりライター養成講座を

開催し、暮らしや地域の情報を「エコの視点」で発信できる書き手を育成してきた。2015 年に拠点を青葉区鴨

志田町の郊外住宅地に移し、そこで断熱 DIY や雨水タンク、コンポスト、もちより畑などの、循環型のワーク

スタイルを試行錯誤中である。 

活動に関わる人は、常勤・非常勤スタッフのほかに、ライター、ものづくりファクトリーメンバー、NPO 会員、

イベント参加者、読者など、多様な参加の仕方がある。「環境」を軸にした活動と情報発信の多彩さ、イベント

の集客力の高さ、市民活動への参加割合が減っている若い層が主体になっている市民活動団体として、行政か

らも注目を受け、協働事業、委託事業などが増えている。新規性が高く課題解決の提案型のイベントを数多く

おこなっているので、大手からローカルまでメディア露出度はこの 3 年間で 700 回を超える。2016 年度以降は

町内会や福祉施設等の連携を模索し、徐々にコラボレーションが生まれつつある。 

 

５ 今までの活動 

活動の目標・ねらいに対する成果 

地球温暖化防止やエネルギー問題について声高にうたわず、日々の生活に取り入れやすい形で、情報発信しながら、

エコライフを選択する人を増やしていく。特に資源循環（3R）や地産地消、住まいの断熱・省エネ分野の発信や講座

開発に力を入れてきた。「衣食住」すべてにおいて得意分野を持っているのが強みだ。 

年間のイベント参加者数は、4000〜5000 人程度（あおばを食べる収穫祭が 1500〜2000 人と集客力が高い）。特に広

告や SEO 対策などをしていないメディアだが、月間読者数も毎年 1 万人以上のび、認知度も高まっている。 

森ノオトの存在により CO2 排出量を何 kg 削減したという具体的な効果は見えにくいが、日常生活を「エコの視点」

でとらえる市民は少しずつ増えている実感がある。 

 

生物多様性に関する取組 （生物多様性特別賞の選考の参考とします） 

※取組の中で、生物多様性に関するものを記入してください。 

（１ページ「生物多様性特別賞について」に事例を記載しています。） 

横浜市の地産地消の普及促進に貢献している。市内の農家や生産者、地産地消啓発活動について取材して取り上げた

記事は 100 本にのぼり、地産地消マルシェ「あおばを食べる収穫祭」の 6 年連続の開催や、地産地消の料理人でもあ

る椿直樹氏の著書『横浜の食卓』の制作、青葉区の「あおば地産地消レシピ BOOK＆MAP」の制作、環境創造局発

行の『はまふぅどナビ』の制作、JA 横浜とタイアップした子ども向けの地産地消講座、資源循環局も関係している

「横浜リユースびんプロジェクト」への参画など、森ノオトの地産地消に関わる取り組みや協働実績は多岐にわたる。

横浜市経済局の消費生活協働促進事業を平成 28〜30 年にわたり実施。ごま油や醤油、ケチャップなど、横浜市内の

地産地消「調味料生産者」にスポットを当てた講座や、よこはま・ゆめ・ファーマーでもある女性農業者に学ぶ料理

講座、市民主体の「地産地消文化祭」をコーディネートして地産地消を発信する担い手の育成に取り組んでいる。平

成 29 年度より、青葉区・緑区の若手農家のグループ「遊休農地を活用する会」と一緒に津久井在来大豆を生産、そ

の大豆と市内生産者の米糀を使って、緑区の「にいはる里山交流センター」で「100 人のひとしずく〜手前味噌プロ

ジェクト〜」を主催し、100 人で手前味噌づくりを実現した。これらの事業を通じて、総合的に横浜の環境と農業と

日々の食事の関係を伝え、食の選択肢をローカルシフトしていく選択肢を広げることに寄与している。 
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６ 今後の活動方針  

※次年度以降の目標や、活動継続のためにどう引き継いでいくのかも含めて具体的に記入してください。 

NPO 法人設立後、多種多様な事業を展開してきたが、「エコロジー」であることを通底させつつも、分野を大き

く 3 つに集約していく。 

一つは「情報発信事業」。これは自団体のメディアライターだけでなく、市民活動団体の情報発信の中間支援も

含む。SDGs の観点を持ち情報発信をすることで、持続可能な地域社会の創出につながるという考え方である。 

もう一つは「地域交流事業」。年間 100 を超える講座やイベントを実施しているが、これらを衣食住の分野でわ

けず、赤ちゃんから学生、お母さん、働いている世代、シニア世代まで含めた、多世代が交流できる場として整

備していく。子育て支援事業といった直接的にはエコに関わりのなさそうに見える事業も、「地域に愛着を持ち

地域で買い物をして地域経済を活性化させる」主体市民を増やす目的であることを常に自覚する。 

三つ目は「ものづくり事業」で、2018 年度で助成期間が終わるアップサイクルブランド「AppliQué」の事業が

自立可能になるよう、企業とのコラボや物販に力を入れ、捨てられるサイクルが早いファストファッションへの

アンチテーゼとして、処分される運命だった寄付布を活用したものづくりに力を入れていく。 

活動の担い手については、意思決定と組織への関与度の相関関係図を作成し、「森ノオトすごろく」という形で、

自分がコアな担い手を目指すのか、楽しくボランティアをするのか、ポジションを明確にしながら、ステップア

ップやキャリア形成につなげられるよう、意識した運営をする。 

また「寄付」のメニューを増やして、NPO 活動を支えることが、持続可能な未来をつくることにつながること

を幅広く PR する。自主事業・委託事業・助成事業・寄付金収入の目指すべきバランスを整えていく。 

エコロジーの概念は幅広いが、深い意味でのエコロジーから、省エネや地産地消、3R など行動しやすいエコロ

ジーまでカバーできるよう、職員一同も自ら学びを深め実践を重ねていく。 

 

７ 審査にあたり、最も注目してもらいたい取組、ＰＲポイント 

※最も注目してもらいたい／評価してもらいたい取組や、これまでの項目に当てはまらないＰＲポイントについて具体

的に記入してください。 

森ノオトがおこなっている「情報発信事業」では、「情報の伝え方」の講座や研修等による中間支援的な役割を

意識している。この分野を強化することで SDGs の視点を持つ市民を増やすことにつながり、環境行動の効果を

最大化できると考える。 

イベントのしつらえ自体も何かしらエコロジーを感じられるよう、工夫している。例えば会場には布の端切れを

合わせた装飾を施したり、マイ食器の持参を呼びかけるなどをしている。拠点はエコ DIY で断熱をしたり、端材

を内装に使ったり、雨水タンクやコンポストで小さな資源循環を体感できるなど、「森ノオトの活動に参加した

らもれなくエコを感じられる」を徹底している。 

30 代と 40 代の女性が中心となって展開している市民活動としては、質、量、集客力、発信力ともに、横浜市

内では随一であるとの自負がある。 
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横
浜
で育
ま
れ
た
農
産
物
の
お
い
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さ
な
ど
を
伝
え
る
試
み
が
、
横
浜
市
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区
で
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て
い
る
。
仕
掛
け
人
は
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持
続
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な
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同
区
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。
　
　
　
　
　
（
伝
就
介
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お
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横
浜
の
地
産
地
消
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ベ
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ー

ラ
ム
あ
ざ
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場
に
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連
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岡
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妙
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）
。
郷
土
の
生
活

文
化
を
伝
承
す
る
人
を
認
証
す

る
県
の
制
度
「
ふ
る
さ
と
の
生

活
技
術
指
導
士
」
で
も
あ
る
岡
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使
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の
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加
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」

と
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「若
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農
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を
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げ
て
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た
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」
と
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。

イ
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月
1
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し
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性
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2
5
0
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。
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宕
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5
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畑で採れた野菜を使い、お盆の精霊馬の意味や作り方を
説明する岡部さん
　　　　　＝横浜市青葉区のアートフォーラムあざみ野

す
る
J
P
A
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長
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ー
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カ
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祷
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。
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●
カ
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浜
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←

の
無
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女性
が
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員
な
ど
を
装
う
田

ユ
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完
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と
保
土
ケ
谷

同
署
が
手
渡
し
剤

し
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べ
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い
z

同署
に
よ
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レ

女性
宅
に
百
貨
ホ

会
職員
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乗
z

な
た
名義
の
ク
L

… （横浜市政策局報道担当
　　水・土曜日掲載）

⌒W…！
子どもアドベンチャー開催

当日体験プログラムが充実！
　市内の小中学生を対象
に、いろいろな体験がで
きる子どもアドベンチャ
ーを開催します。
　市会議事堂探検やオリ
ジナル新聞作成など、普
段体験することができな
いプログラムが充実！
　｝体験を通して、子ども
の夢を親子で語り合うな
ど、親子のふれあいのき
　っかけづくりも目的とし
　ています。
　　【対象】市内在住・在
学の小中学生
　　【開催日】8月17日（木）
　・18日（金）
t※プログラムによって、

けくださ　　　＿

育委員会ホームページを
ご覧ください。「子ども
アドベンチャー」で検
索。
　なお、事前申し込み制
のプログラムについて
は、受け付けが終了して
おります。
　【問い合わせ】

‘







青葉区青葉台1-29-3　　 045-983-5176
7:30-19:30　　 水

☎
営 休

ベーカリーカフェ COPPET （コペ） 
http://www.coppet.net/

森ノオト発のアップサイクル布小物ブランド「アプリケ」は、2019年
の進級・進学のご家庭向けに、入園・入学グッズのオーダーを始め
たよ。どんなものでも園・学校指定のサイズでつくります。仕事で
忙しかったりお裁縫が苦手な人は、ぜひ相談してみて。工房スタッフ
は地域で子育て中のお母さんばかり。お友達になれるかも？

青葉区鴨志田町818-3　　 　045-532-6941
10:00-15:00 　　土日祝

☎
営 休

アプリケ工房（森ノハナレ）
http://applique.morinooto.jp/

40年前の開店当初から「自分にしか出せない味」を追求し、本場
ドイツの食肉加工品のコンテストSUFFA（ズーファ）金賞を始め
国際コンクール受賞歴多数！横浜マイスターの中山一郎さんは
青葉台本店を息子さんに引き継ぎ、こどもの国の隠れ家工房で
70年前のドイツフランクを再現、ソーセージへの情熱は高まるばかり！

青葉区青葉台1-15-7　　 045-981-5584
10:00-19:30　　 水・第３火

☎
営 休

シュタットシンケン青葉台本店
http://www.stadt-schinken.jp/

彫金師と衣装デザイナーの夫婦が営む異色のクラフトカフェ。
“両手”にまつわる体験教室で手仕事の魅力を発信しているよ！
地元野菜が中心の創作料理はもちろん、イギリスの紅茶
Brew Teaや、バルクフーズの厳選ナッツ・ドライフルーツ、
リブレの地球にやさしい洗濯洗剤など、セレクトグッズも魅力的♪

青葉区奈良町1670-221　　 045-530-5647
9:00-17:00　　 木・日

☎
営 休

CON LE MANI（コンレマーニ）
　

ご自宅を教室に、一人からでも通ってステップアップできる
プリザーブドフラワーアレンジメントのホームレッスンを受けて
みない？先生が優しく教えてくれるから初めての人でも大丈夫。
手頃な価格でも、センスある材料が揃っていてうっとり。
日常にちょっとした彩りを、自分の手でつくる喜びを味わってね！

青葉区梅が丘(予約の際に確認）         090-1730-0458
     前月10日頃ブログ掲載・月４回（出張可）

☎
営 休

petite fleur 彩（プティフルーさい）
https://www.p-s-sai.com/

緑がきれいな並木道沿い、情熱の赤と緑の外観がひと際目を
引く、オーガニック&ビーガンカフェ。色鮮やかな野菜が主役の
お料理はもちろん、太極拳に畑に、婚活イベントに…店主の逆
立ちチャレンジ？！話題の尽きないバナネイラに行けば、体も
心もエネルギーチャージ♪今年の忘年会はヘルシーにいこう！

2bananeira.（ドイスバナネイラ）
http://2bananeira.com/

「体が固い、膝や腰が痛い、だけど身体を動かしたい」「自分に
合ったトレーニングをしたい」そんな想いに寄り添ってくれるニコ
スタジオ。少人数でのヨガや気功、ピラティスから、マンツーマン
で受けられるパーソナルトレーニングまで、多彩なメニューで
その人の持つ本来の美しさや、しなやかさを引き出してくれるよ！

青葉区柿の木台3-20　　 045-482-7871
11:00-22:00（21:00LO）       日・木曜はランチのみ

☎
営 休

黄色い三角屋根のかわいい一軒家に一歩踏み入れば、お庭や
ベランダに取り入れたい素敵なアイテムが並び、蚤の市をめぐる
ような楽しさ！季節を彩るお花やグリーンに囲まれた暮らしを、
丁寧にサポートしてくれるだけでなく、店内でイベントやライブも
やっちゃう、元はタイル屋さん！！タイルの魅力にも触れてみてね！

青葉区荏子田3-7-1　　   045-482-6651
10:00-18:00      　火

☎
営 休

ガーデン＆エクステリア　LEADリードあざみ野
https://yokohama-lead.net/

青葉台のランドマーク的パン屋さん「コペ」には、地域の人気者
で緑の妖精「コペニョン」がいるよ。時々、リアルジャムおじさん
の奥山店長がコペニョンの帽子を被って街を歩き、面白いこと
を企んでいる姿を目撃する人もいるんだとか。でも、なんと
いっても地元あおば小麦で焼いたパンの美味しさが最大の魅力！

最近、地震に大型台風に豪雨と異常気象が続き、不安を感じている
人はいないかな？創業70年の平和会ペットメモリアルは、横浜市・
川崎市と締結を結び、災害時に避難所へは連れて行けないペットを
一時的に預かる「動物救援センター」の候補地になったんだよ。
頭の片隅に入れておくだけでも安心だよね。We Love Pets.

青葉区美しが丘西2-15-1　      045-901-7666☎

平和会ペットメモリアルパーク
https://www.heiwakai.co.jp/

たまプラーザで少人数でのお茶会から、貸切でのイベントや
パーティー会場としても使えるみんなのコミュニティスペース。
WiFi完備だからノマドワーカーにもオススメ！落語に漫才、お稽古事
の発表会から、本格的なジャズやロックのライブも音響設備バッチリ
で盛り上がる！田園都市線沿線の文化を日々創造しています。

青葉区美しが丘1-10-1F　　 045-516-8037
10:00-18:00　　 土日祝（貸切の場合は営業）

☎
営 休

3丁目カフェ
http://3choome-cafe.com/

藤が丘駅から走って1分、アメリカン料理のダイニングバー
「Billys(ビリーズ)」。中川で慣れしたんだ店名に戻して心機
一転したんだって！炭火で焼き上げるハンバーガーやスペアリブ
のお肉料理は食べごたえバツグン。広々とした店内はウッディ
なオシャレ空間♪最大50名様まで貸切も可能だよ～。

青葉区藤が丘1-28-43-2F 　   045-530-9430
月～土17:30-翌2:00（日祝～24:00）　　 不定休

☎
営 休

Billys cafe & dine （ビリーズ）
　

「森ノオトっていったい何？」って思っている人、結構多くいるんじゃないかなあ、って、
もりたろうは最近よく思うの。元々はエコライフを発信するウェブメディアなんだけど、
最近では活動がどんどん広がって、今では青葉区のまちづくり「フラワーダイアログ
あおば」事業や、子育てツアー事業、市民ライターの育成など、「エコまちづくり」に
関する仕事をたくさん手がけています。森ノオトではファンクラブの会員を募集中。
「森のなかま」になると、限定イベントのご招待やAppliQuéファミリーセール、鴨志田町
の拠点「森ノハナレ」でのシェアオフィス利用など、様々な特典があります。
「あおばを食べる収穫祭」の本部ブースでも受け付け可能なので、ぜひ声をかけてね！

https://donate.morinooto.jp/

未来をはぐくむ人の生活マガジン「森ノオト」
ファンクラブ「森のなかま」を募集しています。
　

Thanks Sponsored !

やあ、僕もりたろう！
僕のオススメのお店を
紹介するよ！

笛に鼓に三味線に、着付けに
茶道に書道に日本刺繍.. .藤が丘
駅徒 歩 3 分 の並 木 道にある
「わかやぎ」は、和服美人の社交場。

青葉区藤が丘1-15-3　　 045-973-5981
10:00-20:00      火

☎
営 休

横浜 わかやぎ  （←HP検索してね）

桜台の家具屋さん、ウッディハートに行って深呼吸すると、
北海道の大地で樹々に囲まれているような安心感を覚える
んだ。おっきな森のクマさんのような木村店長は、オーダーメ
イドからお手入れまで、なんでも答えてくれる家具の目利き。
地域を盛り上げる楽しいイベントの仕掛け人でもあるよ！

青葉区桜台30-6　　 0120-79-0815
10:00-19:00　　 水

☎
営 休

Woody Heart （ウッディハート）
http://www.w-heart.co.jp/

青葉区荏田北3-3-1 INGRESSO_EDA 1E      
045-482-9884  11:30-14:00/18:00-24:00  　月営 休

maaru （マアル）

郵便局って郵便物を出したり、公共料金を払い込んだり、貯金す
るだけじゃないって、みんな知ってた？青葉台駅前郵便局では、
農家の局長が丹精込めてつくった大根の甘酢漬けをふるまって
くれるなど、ふるさとに戻ってきたみたいなアットホームさが特
徴。毎年12月は年賀状と一緒に甘酢漬けをゲットしちゃおう！

青葉区青葉台2-3-4　　 045-985-9585
9:00-17:00（郵便）/9:00-16:00（貯金、保険）
土日祝/ATMは9:00-19:00営業  

☎
営
休

青葉台駅前郵便局

←←みんな「わかやぎ」さんの記事を見て！眼鏡をかけたら
ちっちゃな文字が、こ～んなに大きく見えるようになっちゃった。
これは誰の仕業？藤が丘駅前公園真ん前にある茶色いモダンな
ビルの3階に住む妖精のお・か・げ。一級時計修理技能士・SS級
認定眼鏡士の技術は、オデコよりダジャレより光り輝いているね！

青葉区藤が丘1-28-9 トヤマビル３F   045-971-8162     
10:30-19:00　　 木・日

☎
営 休

トヤマ時計眼鏡店
http://www.toyama-tokeigankyouten.com/

青葉区藤が丘2-3-1桂ビル1F　　 045-294-8868
平日9:30-21:00/土日9:30-18:00　　 木

☎
☎営 休

Nico Studio （ニコスタジオ）
http://nico-studio.yokohama/

【電話受付時間】9:00-20:00（横浜と川崎に渡って立地しています）

はやし農園を始め、地元の野菜やお米をふんだんに使ったやさし
い料理とワインのお店・maaru。黒板にびっしりと書かれたメニュー
を見ているだけでお腹が空いてきちゃう。プレートのランチはまさ
に旬の競演で、野菜の力強さ美しさ、ハーモニーを感じられるよ。
夜はワインと合わせてしっとりと。お子様連れもwelcomeだよ。



✭コȇデリ＜塩ǿタ BOX、コȇロコカレー他＞

✭藤が丘商店会＜吹き矢、お酒、小物＞

✭インド料理アクバル＜カレー、ライス、インドǼールほか＞

✭Revive Recipe TENZO＜地産地消の新米の丼やおにぎり、柿のカキǾライなど＞

✭青果Ȉコト屋＜パッタイ＞

✭TRE FLIP BAGEL&BREADS＜Ȃーグル、焼き菓子＞

✭Ȁラススパイス＜焼きたてナン &本格インドカレー＞

✭SOCORA bespoke chocolate lab＜青みかんȅンȅンシȐコラ、チȐコクリーȉ、シȐコラシȐー＞

✭Billys cafe&dine＜ハンバーガー、ǾライドȆテト、生Ǽール＞

✭まほうのすうぷ屋＜あおばのお野菜スーȀ＞

✭POEPOE＜パンケーキどら焼き・Ǿレンチトースト・Ȇテトほか＞

✭シȎタットシンケン＜炭火焼横浜Ǿランク＞

✭はやし農園＜地元の露地野菜、天日干しお米、地場野菜たっぷりのとん汁＞

✭CON LE MANI（コンレȇーニ）＜軽飲食＆物販＞

✭りんごらいふ×Ǿジソラコラȅ×森野屋酒店＜チーズクリーȉȃンネ、りんごのチȌウダー、青森産もぎたて林檎、日本酒＞

✭さくら工房＜グルテンǾリー米粉のスイーツ＆おぎない食＞

✭食堂 POCO＜鹹豆漿（台湾風朝粥）、神山鶏の鶏肉飯、キッシȎ、焼き菓子、Ǽール、ワインほか＞

✭Bakery cafe COPPET＜コȃの焼きたてパンと お菓子と綿菓子＞

✭ȃグルトゥーゴー＜魯肉飯（ルーローǾァン）、キーȇ風グリーンカレー＞ 

✭アグロス（のうえん）つちの里＜有機・無農薬野菜＞

✭オーガニックスーパー ȇザーズ藤が丘店＜手作りおはぎ・天然酵母の焼き立てǽザ＆ǾォカッチȌ・横浜カレーほか＞

✭クアットロパンキーネ＜限定ジェラートカッȀ、ǿリオッシȎコンジェラート＞

✭maaru＜青葉野菜と和牛スジの煮込み、青葉区米のおにぎり、ドリンクほか＞

✭ヴィーガン食堂 2babaneira.＜Ȃジかき揚げどーーーん（丼）、オーガニックǼール、グルテンǾリー焼き菓子＞

✭パルシステȉ神奈川ゆめコーȀ＜お菓子釣りゲーȉ、環境クイズ＞

✭petite fleur彩 ＜クリスȇスオーナȊント作り＞

✭アトリエデルǾィ＜花、花苗、ドライǾラワー＞

✭LEADあざみ野 ＜雑貨、Learn&Loughのコリントゲーȉ＞

✭sometae ＜手ぬぐい＞

✭AppliQue  ＜アッȀサイクル布雑貨＞

✭一般社団法人青葉台工務店 ＜大工トライアスロン＞

✭NPO法人 Waveよこはま ＜リȏース食器＞

FOOD & VEGETABLE

Marche Player　ー出店者ー

WORKSHOP & FLOWERS & CRAFTS

出店者のほとんどは、青葉区のローカルメディア
「森ノオト」で取材したつながり！

Web で記事を読んでから収穫祭で出会えば、
楽しさ満点、一気に親しくなれちゃう。

みんなエコ＆リユースに理解のある素敵な方ばかりだよ～。

出店者やワークショップなどの最新情報は

森ノオトのホームページを C H E C K しよう ! http://morinooto.jp

福引き期間： 12/9（日） ～ 12/16（日）

     場所： 駅前ロータリー藤棚の下

あおばを食べる収穫祭直後の12/2（日）～12/16（日）の
期間中に、福引き参加店舗でのお買い上げ2,500円につき、
福引き券1枚プレゼント！（500円で補助券1枚、5枚で福引き1回）
いま改装中の某球団チケットや、ぶくぶく泡立つアレとか、空
飛ぶド○ーンとか、千葉県にあるアレのペアチケットとか、藤が
丘商店会の金券二萬円とか……、空くじなしの福引大会！

藤が丘商店会　年末福引き大会 !

✭

今年も藤が丘商店会公認キャラクター
汁ウィン ＆ 汗ウィンがやってくる！？

テレビやWebメディアで大評判！?藤が丘商店会が
生んだゆるキャラ兄弟「汁ウィン」＆「汗ウィン」。
夢の共演は「あおばを食べる収穫祭」だけ！？

ご
飯

や
飲

み
物

の
入

っ
た

食
器 食

べ
終

わ
っ
た

後
の

食
器

きれいな食器

リȏース食器事業者
（Wave よこはま）

お客さま

出店者

yリユ
ース食

器のしく
み

Yokohama Fujigaoka

in  藤が丘駅前公園

2018.11.23.fri 祝

E N J O Y  L O C A LE N J O Y  L O C A L
Vol.6

藤が丘エリア
Shopping      Walking

 M A P
h

協力 : 藤が丘商店会 

藤が丘商店会

●
  小

嶋
社

会
保

険

   
  労

務
士

事
務

所

●
 B

AKERY A
BE

●
 ド

ツ
テ

テ

●
 2

 b
an

an
ei

ra
.

●
 ふ

じ
が

お
か

整
骨

院
●

 手
打

ち
そ

ば
喬

林
●

 さ
か

な
や

魚
勝

●
 食

品
館

あ
お

ば

●
 レ

デ
ィ

ス
Ǿ

ァ
ッ

シ
Ȑ

ン
 ア

ン
チ

ー
ノ

●
 P

et
 s

ho
p 

W
it
h

●
 F

or
es

t 
Din

er

●
 Ǿ

ァ
Ȉ

リ
ー

ȇ
ー

ト
横

浜
藤

が
丘

店
   

  

●
 三

菱
U
FJ

銀
行

●
 ラ

ー
Ȋ

ン
大

桜
藤

が
丘

店

●
 ほ

っ
と

も
っ

と
藤

が
丘

店

●
 セ

ゾ
ン

ド
 ȇ

グ

●
 和

雑
貨

&
着

物
 わ

か
や

ぎ

●
 パ

ナ
ǽ

ッ
ト

み
な

と
や

●
 理

容
Ǿ

ァ
Ȉ

リ
ー

お
お

た
け

接
骨

院
 ●

東
京

西
川

チ
ェ

ー
ン

 ●

藤が丘
第六公園

昭和大学
藤が丘病院

昭
和
大
学
藤
が丘

リハ
ビリ
テー
ショ
ン病

院

藤が丘駅前公園

駅前ロータリー

もえぎ野
ふれあいの樹林

菓
子

匠
 若

野
 ●

イ
Ȋ
ー
ジ
ア
 ●

Ȋ
ȋ

ワ
ー

ル
 藤

が
丘

事
業

セ
ン

タ
ー

 ●

山
下

歯
科

 ●

ȁアーサロン
un

eF
et

e (
ȏヌǾェット) ●

焙煎工房豆匠 ●

ジ
Ȑ

ナ
サ

ン
藤

が
丘

店
 ●

●
 デ

ン
エ

ン
葬

祭

Rev
iv

e 
Rec

ip
e 

   

TENZO
 ●

       
   ● ドリーȉバスケット

  ● 喫茶コロラド

調剤薬局 藤が丘薬局 ●

東急リバǿル(株) ●オーガニックスーパーȇーケット     

ȇザーズ ●

中国酒菜

さいゆうき ●
らうめん纏 ●

芝信用金庫 ●

ながよし整骨院 ●

  サンȇルクカǾェ

 藤が丘駅前店  ● 

ǾァȈリーȇート    

藤が丘駅南口店 ● 

● 東急ストア

● Ǿァーストキッチン

     藤が丘店

● セシル

ǼȎーティハウス

●
 Ǿ

ァȈリーȇート

   
 藤

が
丘

駅
東

店

大
越
ク
リ
ニ
ッ
ク

 ●

藤
が
丘
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

 ●

ナ
チ
Ȏ
ラ
ー
レ
・
ȅ
ー
ノ

 ●

八
剣
伝
 ●

旬
鮮
ダ
イ
ニ
ン
グ
天
狗

 ●

B
illys cafe &

 dine ●

Ȅ
ル

ȋ
ン

焼
肉

い
く

ど
ん

 ●

カ
ッ

ト
ハ

ウ
ス

藤
が

丘
 ●

個
別

指
導

学
習

塾
C
G

パ
ー

ソ
ナ

ル
 ●

 

お
菓

子
の

店
り

ー
ぷ

・
ら

い
つ

 ●

 

N
ic
o 
St

ud
io

 ●

Ǿ
ラ
ワ
ー

 ●

す
み
れ

　

● ȊディカルȄーȉ

    グ
ランタ青葉藤が丘

藤が丘
ショッピングセンター

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
パ
ン
ケ
ー
キ

&
ス
ȉ
ー
ジ
ー     

poepoe
 ●

美
容
室
 髪

風
船

 ●

LIX
IL

ト
ー
タ
ル
サ
ー
Ǽ
ス
●

K
U
M
O
N
 藤

が
丘
教
室

 ●

魚
料
理
 海

山
舎
○
蔵

 ●

お
茶
の
駿
河
園

 ●

カ
ジ
Ȏ
ア
ル
Ǿ
レ
ン
チ

 ●

キ
Ȍ
ト
ル
・Ǿ

イ
ȏ

藤
が丘

駅

不動産 ȈゾガȈ企画

●

鍼
灸

ȇ
ッ

サ
ー

ジ
 ●

み
よ

し
治

療
室

花
の

店
ア
リ

ス
 ●び

す
と

ろ
和

芯 ●

● ȇンシȐン賃貸・管理

    ȇルイ企画
● 税理士法人

    あおば
青葉

自動車学校

● 時季の魚料理

    田乃中

● 美容室 bloom

な
か

む
ら

青
果

 ●

い
ち

か
ら

か
ふ

ぇ
●

リ
サ

イ
ク

ル
シ

Ȑ
ッ

Ȁ
 エ

バ
ー

グ
リ

ー
ン

 ●    

品
川

合
同

葬
祭

 ●

洋
服

リ
サ

イ
ク

ル
 ȇ

ダ
ȉ

Ｋ
 ●

～～

～～
や
き
と
り

 ●

大
衆
割
烹
そ
う
ま

    

酒
の

浅
野

商
店

 ●

有
料

介
護

施
設

 ●

ぴ
あ

は
ー

と
    

松
浦

薬
局

 ●

P
riv

a
te

s
a
lo

n
 R

in
 ●ト

ȍ
ȇ

時
計

眼
鏡

店
 ●

さ
く

ら
薬

局
 ●

ハ
ッ

ク
ド

ラ
ッ

グ
 ●

246

246

もえぎ野

交差点

千草台

福引き会場
12/9（日）  〜 12/16（日） 

藤が丘
地区センター

✭

もえぎ野公園

藤が丘公園

◀中央林間方面

渋
谷

方
面
▶

収穫祭会場

あおばを食べる収穫祭では、
すべての飲食店でリユース食器を
使います。食べ終わったあとは
回収ブースで食器を拭いてから
お返しください。

今年のステージの電源は、次世代自動車からの給電！
神奈川県産業労働局から水素自動車「みらい」がやってくるよ！
地域のおじさん達が DJとして参加！飛び込みライブも
あるかも？！詳細は HPまたは FBページでね！

さらにエコなイベントにするために 、
マイ箸・マイスプーン・マイ皿・マイカップを
ご持参ください。「Waveよこはま」のリユース
食器回収ブースでウエスをお渡ししますので、
使用後の食器をきれいに拭うことができます。

✭リユースブースでマイ食器を拭いたキリ番
の方には、AppliQueオリジナルノベルティ
をプレゼント！

、

10:00
開始挨拶・DJタイȉ１

11:30
DJタイȉ2

12：30
"FCC Vol.42  （藤・カルチȌー・カǾェ by藤が丘商店会）”

 Nico studioインストラクターと「Let’sȂリーダンス！」

13:00
DJタイȉ2（続き）

13:30
DJタイȉ3

15：00
終了

機材協力： タチバナレコード

収穫
祭ソーラーステージ

Marche Events
ーステージ &イベントー
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